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differential display法により探索した。その結果，発現が増強する遺伝子群のなかに，大腸菌の quinone 
oxidoreductase遺伝子（qor）と相同性をもつ遺伝子が見出された。ゲノム解析の結果，qorに隣接してもう一


















精製の際，intact QorAが共に精製されてきた。さらに，GSTを切り離した QorAにも intact QorAが相互作
用することから，QorAは多量体を形成することがわかった。QorAは NADPHを補酵素としフェナントラ
キノン（PQ）を還元する酵素活性をもつが，NADHでははとんど活性がない。さらに PQ還元の際，スーパー
オキシドを生じるが，ハイドロキノンをほとんど生成しないことから QorAはキノンを NADPHにより 1電
子還元してスーパーオキシドを生じる -crystallineと同様の活性をもつことが明らかとなった。























性を測定するために QorAタンパク質を発現させた。その際，GST-QorA融合タンパク質と intact QorA
を 1つのベクターにより発現させ，その 2つのタンパク質を共精製するという独創的な手法で，QorAが
多量体を形成することを示した。さらに，その精製タンパク質を用いて，QorAがキノンを 1電子還元す
る酵素であることを明らかにした。この結果により，Qorの活性がほ乳類から細菌類に至るまで普遍的に
保存されていることを明らかにした。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
